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1. 本誌 は､物性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す るため ､研 究者 が そ
の研 究意 見 を自由 に発表 し討論 しあ い､ また､研究 に関 連 した
情報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･
刊行 きれ ます｡ 掲 載 内容 は､研 究論 文 ､研 究会 ･国際 会議 な ど
の報告 ､講義 ノー ト､研 舞 に関連 した諸 問題 につ いて の意 見 ､
情報 な どです. 戸手
芦･ ､本誌 に掲~載 きれ る論 文 に;つ Liで はこ′原 則 と して審査 は行 な い
ませ-ん∴ 但 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す るTこ とを著 し く不適 当 と
認 め た もの につ いて は､改訂 を求 め ､ または掲 載 を拒 絶 す るこ
とが あ ります｡
3. ･本諒 の掲 載論 文 を他 の学術 雑 誌 に引用 す る と きは､著 者 の承
諾 を得 た上 で privatecommunication扱 いに して下 きし.1｡
投稿規虚
1･ ′雑 誌 の- - ジ数 を節約 す■るため原稿 は極 力簡 潔 にお書 き下 さ
レヽ｡
2. 原稿 は40 0 字 詰 原稿 用 紙 をイ吏用 して下 ,さい｡
3･ 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Jourrtalの投稿 規 定 に
に準 じ､ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ
しヽ｡
上 ツ キ､下 ツ キ は特 に紛 わ しい もののみ を手旨志 して下 さい｡
英字 の大 こ花文 字 ､ ギ リシャ の手旨定 を忘 れ ない よ うに ､ O とa､
と9(ゼ ロ)､u とn と rr､C､とe､1 (- ル )と 1(イチ )､X と×
(カケ ル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い｡
4 . 数 式 は 3行 にわ た って大 き く書 いて下 さい｡
5･ 1行 以 内 にお さ ま らない可能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改行
の際 の切 れ 目を赤 で手旨定 して下 さい｡
6. 図 の縮尺 ､拡 大 は致 しませ んO - 頁以 内 に入 らない図 は原 則
と して著者 に返送 し､書 き改 め て いた だ きます｡
7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 はで きるだけ さけ る よ うに して下 さい｡
8. 別刷 が入･用 を場 合 は､投稿 の際 に所要 部 数 を10部単位 で申込
んで下 さ＼い｡ 別 紙代 は下 記 方 式 に よ り､ 現金 で納 入 して い た だ
き ます ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た し ませ ん｡
p :物 研 出 来 上 り頁 数
x :別 刷 所 要 部 数
a :別 刷 - 頁 の代 金 1円
b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円
別 刷 代 - (a p +b)Ⅹ +送 料
別 刷代 金 は別 刷 を受 取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さい｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ とが あ ります
す か ら､御 注 意 下 さ い｡
9. 原 稿 締 切 日は 毎 月 20日で 原 則 と して 次 月 発 才子誌 に掲 載 さ れ ます
ます ｡
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プ レプ リン ト案内
〔東大 ･久保研〕
e Minimal and Maximal Topolog土es
(∫.G土rblny)
c Pre告_ervat10n Of Tor-1CIclglCal Proper+Vies under Lattice
Opera七ions and ‡itelatioIユS
ー(J.Girhiny)
o Theory of 丸Jieltirlg Transition




c ResIStive Anolユalies at Magnetic Critical Points
(saもoshi Tak∂_da)
c Definition of the Crlt,ical Region :CorrecもユOn
Terms in もhe Scaling Forin Of Equatior10f-State
(C.Domb)
c On the Droplet Model for Critical Phenomena
(L.ReattO)
c Critical Magnetic Scattering iriK2NiF4
(A.J.Birgeneau,ーJ.Lqkalyo,Jr.,and a.Shirane)
o Sr'in-Wave and Critj_GalNeutron Scatterj.rig frc)皿
Chrom土um
'(J.Ais-Nlelsen,J.D.Axe, and Cl.Shirarle)
c Neutron Scatもerlng St･udy Of the Lat,tice DynaTIica1
Phase Transit,icn in V5Si
(G.Shirarle and I.D-.Axe)
/





〔名大 ･蝉 ･物埋 ,S研〕
c Theeory of Dilutel,iagnetic Alloys
(A.Fisher)
O 王丹drodynamicEquations for 七he Condensate and the
Depletion ofHelium II.
(H.fiaug,and K.Wel岩s)
o heatEXchange in Liquid HeliuTJlby Phcnon TunnelljIng
T_hrough Very Thin Plates
(H.Haug,K.WelSS and M.Van liove)
し尿北大 ･工 ･応物 ,桂緋〕
c Critical teiTrlPerature as accumulation ofleast 27JerOS
of cluster coeffi,cients
(T.Klhara and ∫.Okutanl)
o A dyrja皿icapproach ･to phase translt,ion based on
molnents
- Quasi-collectlVemod.e and 1,he range ofcoherence-
(K.T･oI工豆 ta and 王JL.ToIi･llta)
c Phase transii',io_T二〇f the Heisenberg ferrollagnet,
(A.Oguchi)
o Theory L｡fTrlelh r二g transllJiorl
- E,Hmilarli-,y lri the co三ユfip:uratlOn Phase space-
(Y.Kuramo七｡)
c On the droplet model for critical phenomena
(L.ReattO)
c Phase もranSition､arld critical phenolnena in




プレプ リン †案 内
c Singu斗ar主ty･Sもructure of the perturbation series for
the ground state energy cfa many fermion system
一(α.A.Baker,Jr.,)
o Spin-density waves in aHeisenberg ferromagrel,
(J.fianninger and C.A.Na七･ori)
o Equ土Valence of 七he two-dimensional lsing model to
the ground.state of もhe linear XY mCdel
(M.Suzuki)
o Inelastic scattering ofneutrons from anもiferroⅡはgnetS
(餌.P.Sc.hulhof)
c Tv,ctnagr10n bound state a_ue to magrlOn-Phonon coupling
(A.S.Silbergil'ut ar3d A.H∴LJuther)
o Phase transitions ln 射･V'c dimensional spin Systems
(I.D.Be℃ts, C.J.瓦11ic亘 も, and a.V.Dlt,Zian)





c Dynamical.theor.y Gf fluctuations I〕ear the critical
points
(kyoれ Kawasaki)
c On the theory cf Brcwniーan motion IV.A hydrodynamic
ncdel fcr the frict10n factor
(Robertlv与.Mazo)
c Universaユ:ii'Jy Of critical correlation in the
three-dimensional Ising ferromagneも
(班.Ferer,班.A.Mcore and土山 chaelWortis)




ニ ユ - ス
◎人の うど き







従来,液 体及び固体- リウムの物性実験は ,敦が由では ,殆 んと行われて
V,孜かったが ,LT12を練 として,研究 を既に縛 めた グ)V-プ,.あるいは,
近 く始め ようとす るグJv-プが各地VTL嘆かれて きた. この際 ,纏係する実験
家及び理論家 が互に研究計画 を持ち よ り,陛恕点や予想 を討論す ることか必
要で もあ り,また,有効 と考える｡ したがって ,この研究会は ,成果の発表
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5〕か究会参加御 希望 の方は ,研簸計 画の概 要 (400字以内) ,旅費 の夢
･不変等 を書 き添 えて,至急 ,物性研 ,中嶋宛UTLか申し込み下 さいO
(世話 人)､群井恒丸,中鹿貞雄 ,生晦 明
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編 集 後 記
この所京都は垂 天 の 下VCうっ とお しい 日々が続 いてい る｡ 今 月の脆集会鼓
は頁着卜編森泉の半数が集 る忙留ま った 0 枚稿 原稿の娠 V,に比して ,少々霧 し
か ったO年会で の拡大編集会議 の後始末 も一応先月で終 り,今 月け化学反応
特集 について穐鼓 した.鉛氏 の と協 力 を得て成功 させたvlと臨 ってvlるo
r物性 研究｣が物性研究者に不可欠の娃誌 と売 るまでに成長す るこ とを編
廃兵 の一員 としては願 うもOIJであるO 本 誌 0)板成は随時 ,棟討 ･改善 され る
べ きであるが ,プVプ リン tL案内 ,人の動 き,掲示板 ,ニ ュ-スの極 もその
一つであろうo これ らの櫨 に よる情執 伝壷 は他誌 t/E比して迅速性には誇 りう
る特産があるので あるが,悔報 内 容 は如何で あろ うか o 勧簸Vこ不可欠の情報
か comr)ac･七夜形で迅速 把捉供 されているとは言 え奪 い翼状で弁vlだろ うかO
読者 請氏 も-),SAこれ らの税 を換討 して償 き,忌噂 の夜 いこ■意見を編 集部に か
寄せ敵 いた い 0
1月 26日
K. I.
物 性 研 究
I,/第 15 巻 第 5号
1971年 2月20日発行
発行人 松 EEi 博 嗣
京 都市左京 区北白川追 分 町
京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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